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中国都市部における家族の学歴追求と国家政策
2都市の実態調査から 一
A Consideration on the Academic Background's Quest of Urban Area's Family and 
State Policy in China 




























































































































































































はない。 2001年の状況を見ると，北京市の重点大学の合格ラインは文系が454点 理系が 488点で
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った。具体的な数字をあげると， 1995年の募集人数 92.59万人から， 2000年には 220.61万人へと
急激に増加した。進学率を見ると， 1990年代初めには 5%台であったのが， 1995年に 7.2%，2000 














































られた市場経済が就業制度に大きな影響を及ぼした。意志剛・方穎 (1998，124・125頁)は， 1980 



























































る。換言すれば， 科挙合格の受益者は受験者のみならず，家族 ・宗族をはじめ 地域まで思恵を受け





























































































もしその人の親戚，特に子どもに 『成功者』がいれば.人々に高く評価される 0 ・・ ・彼らが一緒に



































































































高校以下 高 校 大 -_止ft. 大学以上 ぷロ〉、 計
回答数 回答数 回答数 回答数 回答数% % % % % 
1960年以前 5 12.2 7 5.7 5 4.5 1 6.7 18 6.2 
誕 1960'""'65年 12 29.27 54 44.3 48 43.2 9 60.0 123 42.6 
生 1966'""'70年 18 43.90 57 46.7 57 51.4 5 33.3 137 47.4 
1970年以降 6 14.63 4 3.3 1 0.9 一 一 1 3.8 年





















子 ど も の 数 Z口h 計
二人以上項 目 『田~ 人
回答数(人) % 回答数(人) % 回答数(人) % 
す最子 思いやりがある 47 17.3 
3 13.6 50 17.0 
るもど 成績が良い 174 64.0 18 81.8 193 65.6 、F
E期も 親のいうことを聞く 32 11.8 1 4.5 33 11.2 
待に 正義感がある 19 7.0 。 0.0 19 6.5 
ム口、 計 272 一 22 一 295 一
へ子 義務教育まで
。 0.0 。 0.0 。 0.0 
のど 両 校 ま で 15 5.5 1 4.3 16 5.4 
期も 短 大 ま で 23 8.5 2 8.7 25 8.5 待の
f A4 大 -Af A ま で 199 73.2 17 73.9 216 73.2 
歴 大 .-主rA 以 上 35 12.9 3 13.0 38 12.9 




ハルピン市 長春市 1口~ 計
項 目 調査対象 調査対象 調査対象
子ども 親 子ども 親 子ども 親
人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 
まの ζ 士井写一 日 102 62.2 36 27.1 99 51.0 33 21.3 202 56.3 69 23.1 
す勉両時々 47 28.7 52 39.1 70 36.1 45 29.0 117 32.6 97 32.4 か強親 ‘ 
?をは めったに 7 4.3 46 34.6 18 9.3 69 44.5 25 7.0 115 38.5 
指あ 全 然 8 4.9 9 6.8 7 3.6 8 5.2 15 4.2 18 6.0 導な
した l口h 計 164 一 143 一 194 一 155 一 359 一 299 一
かし習 していた 134 77.5 23 16.1 175 89.3 28 18.3 310 83.6 51 17.2 
?てい していなかった 39 22.5 120 83.9 21 10.7 125 81.7 61 16.4 246 82.8 い事






































表4 子どもの成長において最も重視する所(親の職業別) 1 3) 
親 の 職 業 の 状 ，見K長U 
項 日 肉体労働者 頭脳労働者 政府幹部 自営業 失業・無職 メ~ 計口
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 
勉 5主 78 46.4 83 32.7 18 32.7 14 38.9 24 38.1 217 37.7 
健 康 29 17.3 57 22.4 15 27.3 9 25.0 11 17.5 121 21.0 
最子 5と 友 6 3.6 16 6.3 1 1.8 1 2.8 4 6.3 28 4.9 
もど 労働 3 1.8 9 3.5 2 3.6 1 2.8 3 4.8 18 3.1 
重も
誠実さ視の 29 17.3 47 18.5 8 14.5 8 22.2 12 19.0 104 18.1 
す成 生活習慣 11 6.5 20 7.9 5 9.1 2 5.6 5 7.9 43 7.5 る長
所に 礼儀，常識 12 7.1 19 7.5 5 9.1 1 2.8 4 6.3 41 7.1 
その他 一 一 3 1.2 1 1.8 一 一 一 一 一
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